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行った。またﾈがﾃｨﾌﾞ な不安とﾎﾞ ｼﾞ ﾃｲﾌな不安の関
連性をみるために相関係数を求め，両不安得点に
おける差の分析にはノンパラメトリックのKruskal･
wallisの検定を行った。
Ⅲ結果
有効回答数は100名(73%)であった。
L_対象の属性（表1)
年齢は25－29歳が48名と最も多く調査時
の妊娠月数は妊娠後期（8ヶ月からlOケ月）が
63名であった。また初産婦が64名，次いで1
経産婦が28名であった。この100名の妊婦の
妊娠経過は多少の保健指導（貧血や妊娠中毒症予
防など）は受けている力塒別大きな合併症を持つ
者はいなかった。更に産科歴でも死産や異常分娩
などの経験者はいなかった。職業別では専業主婦
が49名で他は常勤36名を含めて家事以外に従
事していた。また夫婦2人幕らしが59名で全体
の約8割が住宅街に住んでいた。％
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